平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＣ

単元：

BOOK 3，Lesson 3
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）
評価規準：

　身近な人にインタビューすることができる。

評価方法：

【インタビューテスト】p.31，USE Mini-project，3 Speakの活動とパラレルなタスクを行う。

教師が1人ずつ生徒を面接する。生徒は先生にインタビューをする。内容は①出身地、②〇〇中学校での滞在年数、③先生になった目的、④海外での訪問地、⑤現在興味を持っていること、の５点を含めること。生徒はインタビューをしながらメモをとる。

留意点

　質問内容については事前に知らせ、生徒が英語で質問できるよう準備させる必要がある。Mini-project，3 Speakの活動と同様、質問を書きとめておいて構わない。
評価基準：A・B・Cの3段階

A：5点を含めた質問をしており、意味が曖昧となるようなグローバル・エラーを含んでいない。

B：5点のうち４点について質問している。もしくは意味が曖昧となるようなグローバル・エラーを1つだけ含んでいる。

C：5点のうち3点以下についての質問、または4点以上伝えようとしていても、そこに2つ以上のグローバル・エラーがあり、内容がほとんど伝わらない。

評価課題：

次に示された５点を含め、英語で先生にインタビュー活動を行います。質問をしながらメモをとりましょう。

1 出身地

2 〇〇中学校での滞在年数
3 先生になった目的
4 海外での訪問地
5 現在興味を持っていること、
留意点

　英語でインタビューをしながらメモを取ることは生徒にとって負担が大きいので、十分に時間をとってインタビューをすすめる配慮が必要である。また、教師は生徒がメモを取りやすいように、シンプルな答えを用意するべきである。
解答例：

1 Where are you from?

2 How long have you been in this school?

3 Why did you want to become a teacher?

4 Where in the world have you been? / Have you visited other countries in the world?

5 What kind of things are you interested in?

教師の解答例

1 I'm from Hiroshima.

2 I've been in this school for three years.

3 Because I like to talk with students. / To teach English many students.

4 I've been to the U.S., Korea, and Australia.

5 I'm interested in playing the violin.
留意点


解答例はp.30，1 Listen (1)解答例に準じたが、これ以外の表現でも内容が伝われば正解とする。


















